
費用について        1単位＝10.33円（6級地） 当施設について

施設名称

住 所

開設者名

管理者名

利用定員

医療法人徳洲会 四日市徳洲会病院

通所リハビリテーション

〒510-0821

三重県四日市市久保田二丁目１番２号

東上 震一

高畠 貢

20名

お問い合わせ

TEL 059-355-2980
FAX 059-355-2983

受付時間

8時30分〜17時まで

アクセス

近鉄四日市駅より西へ徒歩約13分

四日市徳洲会病院
通所リハビリテーション

加算

リハビリテーション提供体制加算1 ３時間以上４時間未満 12単位

リハビリテーション提供体制加算2 ４時間以上５時間未満 16単位

リハビリテーション提供体制加算3 ５時間以上６時間未満 20単位

リハビリテーション提供体制加算4 ６時間以上７時間未満 24単位

入浴介護加算（Ⅰ） 入浴を行った場合 40単位

短期集中個別リハ加算 110単位

サービス提供体制強化加算（Ⅱ） 18単位

口腔・栄養スクリーニング加算（Ⅰ） ６か月に１回 20単位

科学的介護推進体制加算 40単位

送迎減算 事業所が送迎を行わない場合 -47単位

通所リハ処遇改善加算Ⅰ 所定単位数の47/1000加算

通所リハ特定処遇改善加算Ⅰ 所定単位数の20/1000加算

ベースアップ等支援加算 所定単位数の10/1000加算

加算

予防通所リハ運動器機能向上加算 225単位

予防通所リハ口腔栄養スクリーニング
加算（Ⅰ）

150単位

予防通所リハ複数サービス実施加算Ⅰ
２

480単位

予防通所リハ複数サービス実施加算Ⅱ 700単位

予防通所リハ処遇改善加算Ⅰ 所定単位数の47/1000加算

予防通所リハ特定処遇改善加算Ⅰ 所定単位数の20/1000加算

予防通所ベースアップ等支援加算 所定単位数の10/1000加算

科学的介護推進体制加算 40単位

予防通所リハ12月超減算１１ 要支援１ -20単位

予防通所リハ12月超減算１２ 要支援２ -40単位

要介護1 要介護2 要介護3 要介護4 要介護5

2時間以上
3時間未満

380単位 436単位 494単位 551単位 608単位

3時間以上
4時間未満

483単位 561単位 638単位 738単位 836単位

4時間以上
5時間未満

549単位 637単位 725単位 838単位 950単位

5時間以上
6時間未満

618単位 733単位 846単位 980単位 1112単位

6時間以上
7時間未満

710単位 844単位 974単位 1129単位 1281単位

要支援1 要支援2

2053単位 3999単位

食費（おやつ代含む）

昼食 700円



わたしたちの想い

「生命を安心して預けられる病院」

「健康と生活を守る病院」

通所リハビリテーションとは

介護保険に基づき、市町村が行う要介護認定で、

要支援1～2（介護予防）、要介護1～5に認定された、

自宅で療養されている方に昼間病院に来ていただき、

食事・入浴・リハビリテーション・レクレーションなどの

サービスを行い、できる限り楽しく過ごして頂こうとするものです。

麻痺や認知症の症状を抱えた方は、

どうしても自宅に閉じこもりがちとなり、

社会から隔絶され、症状の悪化が進行していく恐れが

多分にあります。 当院ではただ単に治療の場としてではなく、

ご利用者の方の１人１人の楽しみを見つけ出せる場となる様、

サービス提供を行って参ります。

また、介護予防として、介護が必要な状態にならないために、

心身の衰えを予防・回復するよう取り組んでいきます。

1日のスケジュール

8：00～9：25 ご自宅へのお迎え

9：30～11：30 健康チェック リハビリ 入浴

11：30～11：45 嚥下体操

11：45～13：00 お食事 休憩

13：00～13：30 体操

13：30～14：45 レクリエーション

14：45～15：45 おやつ 休憩

15：45～ ご自宅へお送り

個別リハビリテーション

ご利用者さま一人ひとりを評価し、個々に合ったプログラムを提
案します。

筋力トレーニング

筋肉の向上をはかり、転倒を予防します。

関節可動域運動・ストレッチ

関節や筋肉をやわらげ、日常生活が快適に過ごせるように手助けしま
す。

バランス

バランスが取れない方に対して、各種運動を行います。転倒予防など、
安心して日常生活が送りやすくなります。

日常生活に関する練習

「階段が昇れない」「お風呂に入れない」など、生活に支障があることに
対して、個別に練習を行います。またご自宅で安心して生活できるように、
適切な福祉用具を提案します。

呼吸リハビリテーション

症状に合わせて呼吸法や日常生活動作を指導し、息切れの改善を図り
ます。

行事について

季節に応じた行事を行い、ご利用者様に少しでも日常生活を楽しんで
いただくことにも注力しています。またボランティアの方に来ていただき
行事を盛り上げていただいています。
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